山梨県コンクール　一部　優秀賞
大好きなおにぎり　
甲府市立貢川小学校三年　
　武井　琉斗　
　コーチの合図で、サッカー教室が終わりました。おうちの人がむかえに来ています。
「おわったあ。」
「おつかれさま。はい、どうぞ。」
うけとったのは、大きなおにぎりです。サッカー教室のあとは、いつもおにぎりがまっています。おなかがすいていて、おうちに帰るまでごはんがまちきれません。それで、おばあちゃんが、いつもおにぎりを作ってもってきてくれます。
　のりでつつんだおにぎり。パクリ。白いごはんにさけが入っている。もう一くち、パクリ。とっても、おいしい。だあいすき。家につくまでの十五分間、ぼくのおにぎりタイムです。おにぎりは、もっとずっと小さい時から大好物です。おなかがすいた時、ごはんの時も、もちろん遠足の時も、おにぎりが一番です。
　ごはんがたべやすいし、中味もいろいろ入っていて、のりがまいてあると、さらにおいしい。
　サッカー教室のあとの、はらペコじょうたいではもうさいこうです。
　おにぎりをたべながら、さっきのサッカーのことを、おうちの人にほうこくします。
「ぼく、シュートしたよ。」とか。
学校のことも話します。おうちの人も楽しそうに聞いてくれます。
もうすぐおうちにつきます。
このおにぎりは、まだおやつの分です。今から、ごはんも食べます。まだまだ食べられるよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

